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はじ めにはじ めに

表紙に使用し た絵は「 ヘルプマーク 」 と いっ て、 外

見から は援助や配慮を 必要と し ている こ と がわから

な い方で も 、 周囲に配慮を 必要と し て いる こ と を 知

ら せる こ と で、 援助を 得やすく な る よ う に東京都が

作成し たマ ーク で す。 高次脳機能障害（ こ う じ のう

き のう し ょ う がい） の方にも 有効です。

本冊子は、 高次脳機能障害と 診断さ れた場合に、 困

り ご と の解決の手助けと な る ガイ ド ブ ッ ク と 、 適切

な 支援を 受ける 手助けと な る 連携支援のページ があ

り ます。

●はじ めに                                                                                    １

●ご利用のお願い                                                                           ２

〜連携支援のページ〜
●基本情報①                                                                                 ３

●基本情報②                                                                                 ４

●受傷・ 発症後の治療経過                                                         ５ 〜６

●現在の症状                                                                                 ７

●日常生活の状況・ 身体症状                                                      ８ 〜９

●各種手帳・ 利用し ているサービス                                             10〜11

●私の知っ ても ら いたいこ と                                                             12

●目標                                                                                          13

●支援状況                                                                              14〜17

〜高次脳機能障害について〜
●高次脳機能障害と は                                                               18〜20

●受傷・ 発症から の流れ                                                            21〜22

●利用でき る社会資源                                                               23〜25
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こ のノ ート には、高次脳機能障害の主な症状、利用でき る社会資源などの情報が

あり ます。 高次脳機能障害を 理解する ための参考資料と し てご活用く ださ い。 ま

た、 連携支援のページには、 精神障害者保健福祉手帳用、 障害年金用などの診断書

作成の参考になる 情報があり ます。 診察の時に医師や担当者に見せる などし てご

活用く ださ い。 その他にも 、ご自身の状況の把握や、支援者同士の連携につながり 、

適切な支援を 受ける手助けと なるページも あり ますので、 ぜひご活用く ださ い。

ご利用のお願いご利用のお願い

｢わたし のノ ート 」 の活用方法

・ 連携支援のページの記入は、 ご本人だけでなく 、 ご家族、 支援者と 一緒に相談を

し ながら 記入を し てく ださ い。 ご本人が知ら れたく ない情報を 無理に書く 必要

はあり ません。

・ 支援状況のページは、 支援を 受けた時に支援者にその都度記入を し ても ら う こ

と で、 支援内容を 把握するこ と ができ 、 適切な支援へと 繋がり ます。

・ こ のノ ート は、追加や更新が必要なページがあり ます。 必要時は、コ ピーし て追

加を する か、 佐賀大学医学部附属病院ホームページ内の高次脳機能障害支援の

ページまたは佐賀県のホームページから 入手し 、 印刷するこ と ができ ます。

・ こ のノ ート は常に持ち 歩く 必要はあり ません。 支援を 受ける 時に支援者に渡し

て、 支援内容を 記入し ても ら っ てく ださ い。

・ こ のノ ート にはあなたの大切な情報が書かれています。 自己責任で大切に保管

を し てく ださ い。

・ 更新が必要なページは、記入日を 確認し 、見直し が必要な時期には、ご本人と

一緒に更新を し てく ださ い。

・ 支援状況のページは、各機関で実施し た内容や伝えたいこ と 、経過、ご本人の

様子などを ご自由にご記入く ださ い。

・ 個人情報のお取り 扱いには十分にご注意く ださ い。

｢わたし のノ ート 」 の記入方法

ご注意

支援者の皆様へのお願い
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基本情報①基本情報①

★本人・ 家族・ 支援者等で記入し てく ださ い。

記入日 年 月 日

( ふり がな)

氏 名
性 別 男 ・ 女

生年月日 昭和・ 平成 年 月 日 歳

住 所

〒

連絡先
自 宅：

携 帯：

緊急連絡先
氏 名： 続柄：

電話番号：

その他
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基本情報②基本情報②

特記すべき

生育歴

こ れまでの発育の中で、 特記する べき こ と があり まし た
ら 、 ご記入く ださ い。

学 歴

職 歴

勤めていた時期と その勤務先をご記入く ださ い。
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受傷・ 発症後の治療経過受傷・ 発症後の治療経過

受傷・ 発症日 年 月 日 歳

受傷・ 発症時

の状況

高次脳機能障害

の原因と なっ た

診断名 診断さ れた日 年 月 日 歳

受傷・ 発症

から の経過

①医療機関名

②治療等の期間
年 月 日 から

年 月 日 まで

③治療内容等

①医療機関名

②治療等の期間
年 月 日 から

年 月 日 まで

③治療内容等

①医療機関名

②治療等の期間
年 月 日 から

年 月 日 まで

③治療内容等
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受傷・ 発症

から の経過

①医療機関名

②治療等の期間
年 月 日 から

年 月 日 まで

③治療内容等

①医療機関名

②治療等の期間
年 月 日 から

年 月 日 まで

③治療内容等

①医療機関名

②治療等の期間
年 月 日 から

年 月 日 まで

③治療内容等

①医療機関名

②治療等の期間
年 月 日 から

年 月 日 まで

③治療内容等
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現在の症状現在の症状

★症状は変化し ていく こ と も あり ますので、 定期的に見直し 、 更新し ま

し ょ う 。

記入日 年 月 日

当てはまる症状の□にチェ ッ ク し てく ださ い。

□少し 前のこ と が思い出し にく い。

□新し いこ と を覚えにく い。

□予定や約束を忘れてし まう 。

□すぐ に気が散っ てし まう 。

□集中や注意が続かない。

□一度にいく つも のこ と ができ ない。

□先を見通し た行動ができ ない。

□優先順位をつけるこ と が難し い。

□時間に合わせた行動が難し い。

□効率的に仕事ができ ない。

□臨機応変な対応ができ ない。

□急に泣き 出し たり 、 怒り 出すこ と がある。

□欲求が抑えにく い。

□後先考えず、 発言し たり 行動し たり し てし まう 。

□何か言われないと 自分から 何も し よう と し ない。

□人の気持ちをう まく 察するこ と ができ ない。

□自分の障害や症状を言われても ピンと こ ない。

□受傷（ 発症） 前と 特に変わっ ていないよう に感じ る。

□肉体的にも 精神的にも 疲れやすい。

□言葉が出にく かっ たり 、 時間がかかっ たり する。

□言葉の理解が難し い。

□その他
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日常生活の状況日常生活の状況

★日常生活の状況は変化し ていく こ と も あり ますので、 定期的に見直

し 、 更新し まし ょ う 。

記入日 年 月 日

日常生活 自立度（ 現在の状況） 備 考

移動・ 歩行

□杖などの補助なし で歩ける
□杖などの補助があれば歩ける
□車椅子を 使えば一人で移動でき る
□移動には支援が必要

食 事

□配膳などの準備も 含め自発的にでき る
□配膳などの環境が整っ ていればでき る
□声かけなどの介助があればでき る
□全て介助が必要

排 泄

□自分ででき る
□手すり などの設備があればでき る
□服の着脱や乗り 移り の介助があればでき る
□ト イ レ での排泄は難し く 、 オムツ などを 利

用し ている

入 浴

□自分ででき る
□手すり などの設備があればでき る
□体を 洗う など一部介助があればでき る
□全て介助が必要

整容・

着替え

□自分ででき る
□声かけがあればでき る
□一部介助があればでき る
□全て介助が必要

金銭管理
□自分でやり く り でき る
□小遣い帳などの工夫があればでき る
□でき ない

買い物

□自分ででき る
□メ モがあればでき る
□買い忘れはないが会計が難し い
□いら ないも のまで買っ てし まう
□でき ない

服薬管理

□自分ででき る
□お薬カ レ ン ダーなどの工夫があればでき る
□声かけがあればでき る
□でき ない
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身体症状身体症状

日常生活 自立度（ 現在の状況） 備 考

外 出

□自分ででき る
□事前に計画を 立てれば一人ででき る
□家族などの同伴があればでき る
□でき ない

意思伝達

□自分ででき る
□理解に時間がかかる
□相手に伝える こ と ができ ない
□理解する こ と も 伝える こ と も 難し い

安全管理・

危機対応

□自分ででき る
□声かけがあればでき る
□でき ない

社会的

手続き

□自分ででき る
□不明な点を 他者に聞けばでき る
□家族などの支援があればでき る
□でき ない

趣 味

□受傷・ 発症前と 変わら ず趣味がある
□受傷・ 発症前と 比べる と 趣味への関心が

減っ た
□受傷・ 発症前と 比べる と 趣味への関心がな

く なっ た

その他

特記事項

症 状 有 無 備 考

麻 痺 有り ・ 無し
麻痺がある部位

痛 み 有り ・ 無し
痛みがある部位

その他
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各種手帳・ 利用し ているサービス各種手帳・ 利用し ているサービス

★障害者手帳などが有り の場合、 支援者は現物を 確認する よ う にし ま

し ょ う 。

制 度 利用状況 備考（ 更新日等）

身体障害者手帳

有り ・ 無し 身体症状の程度

等級 種 級

交付年月日 年 月 日

精神障害者保健

福祉手帳

有り ・ 無し

等級 級

交付年月日 年 月 日

療育手帳

有り ・ 無し

等級 級

交付年月日 年 月 日

障害者総

合支援法

障害福祉

サービス

介護給付 有り ・ 無し

障害支援区分 １ ・ ２ ・ ３ ・ ４ ・ ５ ・ ６

利用サービ ス内容

訓練等給付 有り ・ 無し

障害支援区分 １ ・ ２ ・ ３ ・ ４ ・ ５ ・ ６

利用サービ ス内容

自立支援

医療
有り ・ 無し
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制 度 利用状況 備考（ 更新日等）

障害年金

有り ・ 無し

種 別 □基礎 □厚生 □共済

等 級 □１ 級 □２ 級 □３ 級

労災年金
有り ・ 無し

有効期限 年 月 日

傷病手当金
有り ・ 無し

受給開始 年 月 日

介護保険

有り ・ 無し

区 分 要支援 ・ 要介護 （ ）

利用サービ ス内容

日常生活自立

支援事業

有り ・ 無し

利用開始 年 月 日

利用サービ ス内容

成年後見制度

有り ・ 無し

種 別 □補助 □補佐 □後見

利用開始 年 月 日

生活保護
有り ・ 無し

受給開始 年 月 日

その他、 利用し て

いるサービス
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私の知っ ても ら いたいこ と私の知っ ても ら いたいこ と

記入日 年 月 日

困っ ているこ と

得意なこ と

苦手なこ と

支援者にし て

ほし いこ と

( 配慮し てほし いこ と など)

私のやり たいこ と

★下記の項目は変化し ていく こ と も あり ますので、 定期的に見直し 、 更

新し まし ょ う 。
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目 標目 標

★目標は変化するこ と も あると 思いますので、 本人や家族、 支援者の人

と 振り 返る日を 決めて、 振り 返るよう にし まし ょ う 。

記入日 年 月 日

振り 返る日 年 月 日

毎日の目標

将来の目標

達成するために

行う こ と
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支援状況支援状況

★各機関で実施し た内容や伝えたいこ と 、 経過、 ご本人の様子などを ご

自由にご記入く ださ い。

日付 機関名 説明・ 実施内容、 連絡事項等 記入者名 次回予定日

／ ／

／ ／

／ ／

／ ／

／ ／

／ ／

／ ／

／ ／

／ ／

／ ／

／ ／

／ ／

／ ／

／ ／

／ ／

／ ／
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日付 機関名 説明・ 実施内容、 連絡事項等 記入者名 次回予定日

／ ／

／ ／

／ ／

／ ／

／ ／

／ ／

／ ／

／ ／

／ ／

／ ／

／ ／

／ ／

／ ／

／ ／

／ ／

／ ／

／ ／

／ ／
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日付 機関名 説明・ 実施内容、 連絡事項等 記入者名 次回予定日

／ ／

／ ／

／ ／

／ ／

／ ／

／ ／

／ ／

／ ／

／ ／

／ ／

／ ／

／ ／

／ ／

／ ／

／ ／

／ ／

／ ／

／ ／
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日付 機関名 説明・ 実施内容、 連絡事項等 記入者名 次回予定日

／ ／

／ ／

／ ／

／ ／

／ ／

／ ／

／ ／

／ ／

／ ／

／ ／

／ ／

／ ／

／ ／

／ ／

／ ／

／ ／

／ ／

／ ／
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注意障害（ ちゅ う いし ょ う がい）

長時間ひと つのこ と に集中でき なく なっ たり 、 気が散り やすく なっ たり し ま
す。 また、 注意を 向ける 対象の切り 替えがう まく いかないこ と があり ます。

〈例 示〉
・ 何かをする時にミ スが多い。
・ 複数のこ と を同時にするこ と が難し い。

〈対 応〉
・ 何かをする時には、 注意をそら すも のや大勢の人がいる場所を

避け、 でき るだけ静かな環境をつく る。
・ 作業はひと つずつ行う 。

〈接し 方のポイ ント 〉
・ 話をする時は、 視線を本人に向け、 本人も こ ちら の方を向いているこ と を確認し 、

言葉だけでなく ジェ スチャ ーなどを用いて注意を引く 。
・ 指示を伝える時は、 一度に伝えずにひと つひと つ簡潔に伝える。

高次脳機能障害と は、 医学的には、 病気やケガによっ て脳に損傷を受けた場
合、 言語・ 思考・ 記憶・ 行為・ 学習・ 注意などの認知機能全般に障害が生じ
るこ と を言いますが、 行政的には、 以下の主な症状のよう な障害を高次脳機
能障害と 呼びます。

高次脳機能障害と は高次脳機能障害と は

高次脳機能障害の主な症状

記憶障害（ き おく し ょ う がい）

見たり 聞いたり し たこ と を 覚えら れなく なっ たり 、 覚えて
いたこ と を 思い出せなく なっ たり し ます。

〈例 示〉
・ 自分がし たこ と や物を置いた場所を忘れてし まう 。
・ 約束を守れなかっ たり 、 忘れてし まっ たり する。
・ 何度も 同じ 話をする。

〈対 応〉
・ メ モや手帳、 カ レ ンダー、 ボイ スレ コ ーダー、 日記、 タ イ マーなどを活用する。
・ 作業時には手順がわかるも の（ 手順書等） を活用する。
・ 覚えたいこ と は繰り 返し 復習する。

〈接し 方のポイ ント 〉
・ 情報は短く し て伝える。
・ 本人にと っ て覚えやすい方法を用いる。（ 見る・ 聞く ・ 実際にやる等）
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遂行機能障害（ すいこ う き のう し ょ う がい）

計画を立てて行動するこ と が難し く 、 行き 当たり ばっ たり の行動をし てし まいます。

〈例 示〉
・ 物事の優先順位をつけるこ と が難し い。
・ 突然の出来事に臨機応変に対応するこ と が難し い。
・ 間違いを次に活かすこ と が難し い。

〈対 応〉
・ 時間に余裕を持っ て計画を立てたり 、 行動し たり する。
・ 作業の手順がわかる手順書等を活用する。

〈接し 方のポイ ント 〉
・ 情報を伝える時は、あいまいな指示を避け、具体的にわかり やすく 伝える。（ いつ・

どこ で・ 誰が・ 何を・ どのよう に）
・ 作業をパタ ーン化さ せる。

社会的行動障害（ し ゃ かいてき こ う どう し ょ う がい）

さ さ いなこ と で怒っ たり 泣いたり する など、 自分の感情や行動を コ ン ト ロ ールする
こ と が難し く なり ます。

〈例 示〉
・ 自分から は何も し よう と し なかっ たり 、 気持ちが落ち込みがちになっ たり する。
・ 食べ物を際限なく 食べたり 、 お金を使いすぎたり する。
・ 人の気持ちをう まく 察するこ と ができ ない。
・ ひと つのこ と にこ だわり すぎる。

〈対 応〉
・ イ ラ イ ラ の原因を探し 、 原因を作ら ない工夫をする。
・ リ ラ ッ ク スでき る方法を見つける。

〈接し 方のポイ ント 〉
・ 感情のコ ント ロールが難し いこ と を周囲が理解する。
・ 不適切な行動は指摘し 、叱っ たり せず、客観的にその行動・ 言動がどう 思われるか

を伝える。
・ 興奮し ている時は、 場所や話題を変える。

★メ モ★
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高次脳機能障害のその他の症状

易疲労（ いひろ う ）

身体的にも 精神的にも 疲れやすく なり ます。 症状と し ては常に眠気があっ たり 、 長時間姿勢
を 保っ て座っ ている こ と ができ なかっ たり し ます。 疲れる と ミ スを し
たり 、 イ ラ イ ラ し たり し やすく なり ます。

〈対 応〉
疲れる前にこ まめに休憩をと る習慣をつけて、 深呼吸やスト レッ チなど
をするよう にし まし ょ う 。

半側空間無視

自分の前の空間の半分に注意が向けにく く 、 対象を見落と し ます。 右の脳に損傷がある 場合
には左半分に注意が向けにく く なり 、 左側の物にぶつかっ たり 、 左側から 声を掛けら れても
気付かなかっ たり し ます。

〈対 応〉
本人は半分の空間を認識し ていないこ と に気づいていないため、 半分の空間は注意が向き に
く いこ と を 繰り 返し 伝え、 自覚するよう に促し たり 、 注意を向けやすい環境を整えたり し ま
し ょ う 。

失語症

言葉による意思の疎通が困難になるこ と です。 症状と し ては言葉の出にく さ 、 話の理解の困
難さ があっ たり 、 文字が書けなく なっ たり 、 計算ができなく なっ たり し ます。

〈対 応〉
会話をする 際には、 はっ きり と 、 ゆっ く り 短い言葉で話すなど、 本人が理解し やすい話し か
け方を 心がけまし ょ う 。 その他にも 身振り 手振り や物や絵を 見せる こ と も 有効です。 ただ
し 、 知的機能の問題ではないこ と に注意し まし ょ う 。

病識の欠如

自分の障害に気づかず、 自分の状態について説明でき なかっ たり 、 直面し ている 問題に現実
感がなかっ たり するこ と があり ます。 病識がないため、 職場への復帰や車の運転など病前に
はできていたけれども 現状の自分ではでき ないこ と をし よう と し てし まいます。

〈対 応〉
本人が障害を 認識するためには、 実際にでき ないこ と の体験をし たり 、 同じ よう な人の話を
聞いたり するこ と が有効です。 し かし 、 できないこ と ばかり に 目を向けるのではなく 、 本人
にできるこ と にも 目を向けまし ょ う 。

失行症 手足に問題はないが、 適切な動作がし にく く なる。

失認症 視覚、 聴覚、 触覚などを通し て対象のも のを認識でき なく なる。

地誌的障害 知っ ている場所で道に迷う 。 場所がわから なく なる。

見当識障害 時間や季節がわから ない。

高次脳機能障害の症状には上記のよう な様々なも のがあり ます。
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受傷・ 発症から の流れ受傷・ 発症から の流れ

医療機関 リ ハビリ

・ 診察

障害年金： 初診日から １ 年６ ヶ 月以上経過し てお

精神障害者保健福祉手帳： 初診日から ６ ヶ 月以上

・ 神経心理学的検査

・ 画像診断 など

★ポイ ン ト ★

・ 発症後の経過期間や診断の有無によ って

利用でき る サービ ス が異なり ま す。

・ 障害者手帳や障害年金など 、 更新が必要

なも のは更新時期を忘れないよ う に注意

し ま し ょ う 。

受
傷
・
発
症

利
用
で
き
る
制
度
の
流
れ

★その他にも 、 利用でき る 社

会資源は様々あ り ま すの

で、 詳細は2 3 ～2 5 ページ

の「 利用でき る 社会資源｣

を見てみま し ょ う 。
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生活訓練

経過し ている 場合、 申請する こ と ができ ま す。

り 、 その他の条件を満たし ていれば申請する こ と ができ ま す。

社会復帰

・ 復職

・ 復学

・ 在宅生活 など

職能訓練
し ょ く のう

障害福祉サービ ス （ 障害者総合支援法）

● 自立訓練 ● 就労移行支援 ● 就労定着支援

● 自立生活援助

● 共同生活援助
　 ( グループホーム ）

● ホームヘルプ

● 生活介護

● 行動援護 など

自立し た日常生活を 営む

ために必要な訓練、 生活

など に関する 相談及び助

言、 必要な支援を 行う 施

設です。

一般企業への就職を 希望

する 人に、 一定期間、 働

く ために必要な知識と 能

力を 高める 場所です。

● 就労継続支援

一般企業など での就職が

困難な人に働く 場を 提供

し 、 知識や能力を 高める

場所です。

介護保険サービス

● 訪問看護、 介護

● ショ ート ス テイ

● グループホーム

● 通所リ ハ など
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利用でき る社会資源利用でき る社会資源

高次脳機能障害の方の生活を支えるために、 利用要件を満たせば利用するこ と ができ る 様々
な制度やサービスがあり ます。 興味があるも のは窓口に問い合わせまし ょ う 。

障害がある こ と を 示すも ので、 様々な福祉サービ スを 受ける こ と ができ ます。 高
次脳機能障害の方は、 精神障害者保健福祉手帳の対象です。

◆障害者手帳について

【取得するメ リ ッ ト 】（ 等級によっ て受けるこ と ができ るサービスは異なり ます）
・ 障害者枠での就労ができる。
・ 各種税金の控除が受けら れる。
・ 公共交通機関等の運賃の割引が受けら れる。
・ N H K などの公共料金の減免が受けら れる。 など

【利用できる人】
高次脳機能障害など精神障害を お持ち で、 障害の原因と なっ た病気や
ケガについて初めて病院を受診し た日から ６ ヶ 月以上経過し ている方。

【窓 口】
居住地の市町自立支援担当の課・ 地域指定の機関

〜医療費に関わる 制度〜

外来への通院や投薬、 訪問看護など、 心身の障害の除去、 軽減のための医療につい

て、 医療費の自己負担額を 軽減する制度です。

◆自立支援医療について（ 精神通院医療）

【利用できる人】
何ら かの精神疾患により 、 通院による医療を継続的に必要と する方。

【窓 口】
居住地の市町自立支援担当の課・ 地域指定の機関

〜生活資金補償の制度〜

病気やケガによっ て生活や仕事などが制限さ れた場合に受け取るこ と ができ ます。

障害の程度などの条件によっ て判定さ れます。

◆障害年金について

【利用できる人】
障害の原因と なっ た病気やケガについて、初めて病院を受診し た日から 、１ 年６ ヶ 月以上経過し
ており 、 受給条件を満たし ている方。

【窓 口】
居住地の市町年金担当の課・ 年金事務所
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病気やケガで休業中の方が、事業主から 十分な給料を も ら えなく なっ た場合、健康
保険から 給与の一部が支給さ れます。

◆傷病手当金について

【利用できる人】
業務外の事由による病気やケガにより 休業し 、給料の支払いを受けておら ず、仕事ができない状
態であると 医師から 診断さ れた方。 詳細は窓口にお問い合わせく ださ い。

【窓 口】
勤務先の企業・ 加入し ている健康保険の窓口 など

失業し た場合に、 一定期間、 労働者の生活や転職、 再就職を支援するために国から
支給さ れます。

◆失業給付について

【利用できる人】
雇用保険の加入期間など、受給要件を満たす必要があり ますので、詳細は窓口にお問い合わせく
ださ い。

【窓 口】
ハローワーク （ 公共職業安定所）

業務や通勤が原因で、 病気やケガをし た場合に補償を受けるこ と ができ る制度です。

◆労災保険・ 労災年金について

【窓 口】
勤務先の企業・ 労働基準監督署 など

自動車事故によ っ て受傷し た場合に、 治療費など様々な補償を 受ける こ と ができ
る制度です。 詳細は窓口にお問い合わせく ださ い。

◆自動車保険について

【窓 口】
各保険会社

こ の他にも 、医療費控除、介護手当など様々な制度があり ます。 詳し く は医療機関
や各市町村の福祉担当課などにお問い合わせく ださ い。

◆様々な手当について
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〜日常生活を 充実さ せる 福祉サービ スの制度〜

障害のある 方に対し て、 日常生活や就職の支援のための様々なサービ スが利用で

き ます。 詳細は窓口にお問い合わせく ださ い。

◆障害者総合支援法

【利用できる人】
身体障害者、 知的障害者、 精神障害者、 障害児、 難病患者

【窓 口】
居住地の市町福祉担当の課

介護が必要、または必要になる可能性があると 判断さ れた場合、段階に応じ た介護
（ 予防） サービスが利用でき ます。

◆介護保険

【利用できる人】
65 歳以上の方（ 第１ 号被保険者）、 または 40 歳以上 65 歳未満で医療保険に加入し ている方で、
特定疾病（ 高次脳機能障害では脳血管疾患） がある方（ 第２ 号被保険者）。

【窓 口】
地域包括支援センタ ー・ 各市町村の介護保険担当の課

判断能力が不十分な方が地域で自立し た生活ができ る よ う に、 福祉サービ スの利
用や、 日常生活の管理の手伝いを 行います。

◆日常生活自立支援事業

【利用できる人】
判断能力は不充分だが、 本事業の契約内容については判断でき る 能力がある と 認めら れる方。

（ 認知症高齢者、 知的障害者、 精神障害者等）

【窓 口】
市町村社会福祉協議会

〜雇用・ 就職に関する サービ ス〜

障害者の雇用や就職については、 下記の窓口などで相談に応じ ます。

【雇用・ 就職に関する窓口】
○ハローワーク （ 公共職業安定所）

【就職準備・ 職場定着に関する窓口】
○佐賀障害者職業センタ ー
○障害者就業・ 生活支援センタ ー（ 県内４ ヶ 所）

・ 社会福祉法人たちばな会
・ 社会福祉法人若楠 も し も し ネッ ト
・ 社会福祉法人ステッ プさ が ワーカ ーズ・ 佐賀
・ 社会福祉法人東方会 RuRi
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